
２
０
１
０
年
９
月
の
尖
閣
諸
島
付

近
で
の
中
国
漁
船
衝
突
事
件
、
さ
ら

に
は
１２
年
９
月
の
日
本
政
府
に
よ
る

尖
閣
三
島
所
有
権
取
得
と
こ
れ
を
契

機
と
し
た
中
国
各
地
で
の
反
日
デ
モ

の
発
生
以
降
、
日
中
関
係
は
必
ず
し

も
理
想
的
な
状
態
に
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

１４
年
の
日
中
首
脳
会
談
実
現
後

は
、
両
国
の
努
力
で
徐
々
に
改
善
に

向
か
い
、
そ
の
流
れ
の
中
で
、
直
近

の
動
き
と
し
て
は
、
本
年
５
月
に
中

国
の
外
務
大
臣
に
当
た
る
外
交
部

長
・
楊
潔
�
氏
が
来
日
し
、
安
倍
晋

三
総
理
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。（
※

そ
の
後
７
月
に
、
Ｇ
２０
サ
ミ
ッ
ト
の

マ
ー
ジ
ン
で
日
中
首
脳
会
談
が
行
わ

れ
、
日
中
関
係
や
北
朝
鮮
問
題
等
を

め
ぐ
り
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。）

１７
年
は
日
中
国
交
正
常
化
４５
周

年
、
１８
年
は
日
中
友
好
平
和
条
約
４０

周
年
と
２
年
続
け
て
日
中
関
係
に
と

り
節
目
の
年
で
あ
り
、
こ
れ
を
て
こ

に
関
係
改
善
を
図
る
と
い
う
方
向
性

は
、
日
中
両
国
で
共
有
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
海
洋
に
お
け
る
中
国
側

の
一
方
的
な
現
状
変
更
の
動
き
は
、

両
国
間
の
外
交
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
経
済
面
で
は
中
国
側

は
日
本
と
の
協
力
を
望
ん
で
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。
日
本
は
、
外
交
、

経
済
と
多
様
な
視
点
で
じ
っ
く
り
と

腰
を
据
え
て
戦
略
的
に
、
対
中
外
交

に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

「
６
・
５
％
成
長
」
は
適
切
か
？

進
む
サ
プ
ラ
イ
サ
イ
ド
構
造
改
革

中
国
は
、
今
後
、
自
国
経
済
を
ど

の
よ
う
に
発
展
さ
せ
よ
う
と
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
１６
年
の
中
国
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
、目
標
の
６
・
５
〜

７
・
０
％
に
対
し
、実
績
は
６
・
７
％
。

１７
年
の
目
標
は
６
・
５
％
前
後
と
し

て
い
ま
す
。

中
国
共
産
党
は
現
在
「
二
つ
の

１
０
０
年
」
を
大
目
標
と
し
て
掲
げ

て
い
ま
す
。
２１
年
は
、
建
党
１
０
０

周
年
に
当
た
り
、
こ
の
年
ま
で
に
適

度
に
ゆ
と
り
の
あ
る
社
会＝

小
康
社

会
を
実
現
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
２
０
１
０
年
、
当
時
の
胡
錦
涛

国
家
主
席
が
「
今
後
１０
年
間
で
所
得

を
倍
増
」
と
の
目
標
を
打
ち
出
し
た

結
果
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
必

要
な
年
６
・
５
％
成
長
の
目
標
を
簡

単
に
は
降
ろ
せ
ま
せ
ん
。

そ
し
て
も
う
一
つ
の
１
０
０
年

は
、
４９
年
の
中
華
人
民
共
和
国
建
国

１
０
０
周
年
。
こ
の
年
ま
で
に
、
強

く
、
民
主
的
で
、
文
明
的
な
社
会
主

義
現
代
国
家
の
実
現
を
目
指
す
と
し

て
い
ま
す
。

実
は
、
本
当
に
こ
の
６
・
５
％
と

い
う
目
標
値
が
適
切
な
の
か
、
中
国

国
内
で
も
議
論
が
あ
り
ま
す
。

よ
く
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
中

国
経
済
は
、過
剰
生
産
能
力
、過
剰
債

務
、過
剰
不
動
産
財
務
の
三
つ
の「
過

剰
」に
陥
っ
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ

り
ま
す
。こ
の
３
つ
の「
過
剰
」の
解

消
に
向
け
た
旗
を
振
っ
て
い
る
人
物

こ
そ
、習
近
平
国
家
主
席
で
す
。こ
の

観
点
か
ら
、習
近
平
氏
は
１４
年
１２
月

の
経
済
工
作
会
議
で「
新
常
態
」を
打

ち
出
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、成
長
率
を

緩
や
か
に
鈍
化
さ
せ
つ
つ
、経
済
構

造
の
転
換
を
図
る
と
い
う
考
え
で
す
。

１６
年
５
月
に
は
、
共
産
党
機
関
紙

で
あ
る
「
人
民
日
報
」
が
、「
中
国

経
済
は
矛
盾
を
抱
え
て
い
て
、
Ｌ
字

型
の
成
長
が
続
く
」「
サ
プ
ラ
イ
サ

イ
ド
構
造
改
革
は
経
済
運
営
の
主
軸

で
あ
り
、
中
所
得
の
罠
を
乗
り
越
え

る
た
め
の
『
生
命
線
』」
と
い
っ
た
、

政
権
批
判
と
も
取
れ
る
内
容
の
記
事

を
、�
権
威
人
士
�の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

と
し
て
掲
載
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

本
来
、高
度
成
長
状
態
に
な
る
べ
き

で
は
な
い
経
済
状
況
で
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
中
国
政
府
が
無
理
や
り
高

度
成
長
状
態
を
保
た
せ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
、
と
い
う
指
摘
で
す
。

習
近
平
氏
は
、
サ
プ
ラ
イ
サ
イ
ド

構
造
改
革
を
唱
道
し
、
１７
年
の
全
国

人
民
代
表
大
会
の「
政
府
活
動
報
告
」

で
「
三
つ
の
解
消
、
一
つ
の
低
減
、

一
つ
の
補
強
」を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

有
識
者
の
話
で
は
、
改
革
を
進
め
れ

ば
痛
み
を
伴
う
た
め
反
対
者
は
多
い

が
、
習
近
平
氏
は
構
造
変
革
を
推
し

進
め
る
覚
悟
の
よ
う
で
す
。

こ
の
改
革
の
流
れ
で
、
中
国
は
既

に
投
資
か
ら
消
費
主
導
へ
と
舵
を

切
っ
て
お
り
、
統
計
を
見
て
も
そ
の

方
向
で
物
事
は
進
ん
で
い
ま
す
。
一

方
で
、
固
定
資
産
投
資
全
体
の
推
移

と
民
間
投
資
の
推
移
を
見
る
と
、
民

間
投
資
が
伸
び
悩
み
、
イ
ン
フ
ラ
投

資
が
非
常
に
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。１７
年
１－

４
月

で
は
、イ
ン
フ
ラ
投
資
が
２３
・
３
％
の

伸
び
で
あ
り
、
中
国
内
で
も
問
題
視

さ
れ
て
い
ま
す
。

過
剰
債
務
、
不
良
債
権
…
…

高
金
利
政
策
の
行
方
を
注
視

成成長長率率二二桁桁とといいうう高高度度成成長長時時代代はは既既にに過過去去ののももののととななりり、、中中国国経経済済はは今今、、重重要要なな岐岐路路にに立立っってていいるる。。
アアジジアアイインンフフララ投投資資銀銀行行のの設設立立をを主主導導、、５５月月ににはは「「一一帯帯一一路路」」ハハイイレレベベルルフフォォーーララムムをを開開催催、、ささららににはは
近近年年欧欧米米企企業業のの戦戦略略的的買買収収をを積積極極的的にに進進めめるるななどど、、国国際際的的なな影影響響力力のの強強化化にに余余念念ががなないい一一方方でで、、過過剰剰生生
産産能能力力、、不不良良債債権権、、不不動動産産ババブブルルななどど、、中中国国経経済済ののリリススクク要要因因もも指指摘摘さされれてていいるる。。
日日中中両両国国はは、、後後者者のの海海洋洋進進出出ななどどををめめぐぐっってて対対立立ももああるるととこころろ、、経経済済産産業業省省通通商商交交渉渉官官のの田田村村氏氏はは、、
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中
国
で
は
製
造
業
な
ど
の
第
２
次

産
業
か
ら
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
第
３
次

産
業
へ
と
産
業
構
造
の
シ
フ
ト
が
続

い
て
い
ま
す
。
中
国
で
は
ｅ
コ
マ
ー

ス
が
驚
く
べ
き
勢
い
で
伸
び
て
お

り
、
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
で
社
会
が
変
化

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
所
得
者
が

増
加
し
、
娯
楽
産
業
や
ス
ポ
ー
ツ
産

業
も
伸
び
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
背

景
の
下
、
第
２
次
産
業
で
あ
る
製
造

業
で
は
、
し
ば
し
ば
過
剰
生
産
が
指

摘
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
た
だ
し
、
直

近
で
は
鉄
鋼
・
石
炭
分
野
な
ど
で
設

備
廃
棄
が
成
果
を
上
げ
、
１６
年
に
は

削
減
目
標
を
達
成
、
１７
年
に
入
っ
て

も
引
き
続
き
削
減
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
供
給
を
絞
っ
た
結
果
、
生
産

者
物
価
も
１６
年
中
頃
か
ら
上
が
り
、

鉄
鋼
業
者
の
利
益
も
上
振
れ
し
て
い

ま
す
。

一
方
、
世
界
中
の
投
資
家
が
中
国

経
済
の
リ
ス
ク
と
し
て
注
目
し
て
い

る
の
が
、過
剰
債
務
、不
良
債
権
問
題

で
す
。
非
金
融
企
業
の
債
務
残
高
の

対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
を
見
る
と
、
直
近
の
数

字
が
１
６
６
・
２
％
。
日
本
の
バ
ブ

ル
時
代
の
ピ
ー
ク
が
１
４
８
・
９
％

で
す
か
ら
、
そ
れ
を
上
回
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
こ
の
数
値
が
高
い
か

ら
と
言
っ
て
、
す
べ
て
が
不
良
債
権

と
は
言
え
ま
せ
ん
。

中
国
は
独
自
に
不
良
債
権
の
数
字

を
出
し
て
い
ま
す
。そ
れ
に
よ
る
と
、

不
良
債
権
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
１
・
８
％
に

過
ぎ
ず
、
要
注
意
先
の
４
・
２
％
を

加
え
て
も
６
％
で
健
全
だ
と
主
張
し

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
（
国
際
通
貨
基

金
）
は
こ
の
デ
ー
タ
を
過
小
評
価
と

指
摘
し
、「
潜
在
的
に
リ
ス
ク
の
あ

る
債
権
」
を
独
自
に
試
算
し
て
い
ま

す
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
４０
％
に
相
当
す
る

金
額
の
「
潜
在
的
に
リ
ス
ク
の
あ
る

債
権
」
が
あ
る
と
い
う
の
が
Ｉ
Ｍ
Ｆ

の
推
計
で
す
。
中
国
で
は
、
銀
行
が

預
金
者
か
ら
集
め
た
金
を
ベ
ー
ス
に

貸
し
付
け
を
行
う
マ
ネ
ー
フ
ロ
ー
以

外
に
、
シ
ャ
ド
ー
バ
ン
キ
ン
グ
と
呼

ば
れ
る
金
の
流
れ
が
存
在
し
て
い
ま

す
。
最
も
大
き
い
の
は
証
券
会
社
や

信
託
会
社
が
さ
ま
ざ
ま
な
債
権
を
混

ぜ
て
証
券
化
し
、
高
利
回
り
の
商
品

と
し
て
販
売
す
る
「
理
財
商
品
」
で

す
。
こ
こ
に
相
当
の
不
良
債
権
が
あ

る
と
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
見
て
い
ま
す
。

と
は
い
え
、
不
良
債
権
問
題
に
起

因
す
る
コ
ス
ト
を
最
終
的
に
政
府
が

カ
バ
ー
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て

も
、
中
国
に
は
十
分
な
体
力
が
あ
る

と
言
え
ま
す
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
対
す
る
政

府
の
債
務
は
４６
・
１
％
で
あ
り
、
Ｇ

２０
の
平
均
は
９２
・
７
％
、
日
本
は

２
０
０
％
超
で
す
。し
か
し
、市
場
に

不
安
が
伝
播
し
な
い
よ
う
早
め
に
手

を
打
つ
べ
き
と
の
声
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
マ
ネ
ー
の
流
れ
が
理
財
商

品
の
先
に
あ
る
不
動
産
へ
と
向
か
い

不
動
産
バ
ブ
ル
が
起
こ
っ
て
い
る
と

指
摘
も
あ
り
ま
す
。
確
か
に
そ
う
い

う
部
分
は
見
ら
れ
ま
す
が
、
都
市
に

よ
っ
て
様
相
が
ま
っ
た
く
違
い
ま

す
。
上
海
な
ど
の
沿
海
部
は
住
宅
価

格
が
非
常
に
高
い
一
方
で
、
経
済
不

振
の
東
北
部
な
ど
で
は
住
宅
の
過
剰

在
庫
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

前
者
の
問
題
に
対
し
て
は
、
中
国

政
府
は
、
１６
年
１０
月
か
ら
住
宅
価
格

規
制
を
導
入
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

購
入
制
限
と
ロ
ー
ン
規
制
か
ら
な

り
、
当
該
市
の
戸
籍
を
持
つ
人
は
住

宅
購
入
を
２
軒
ま
で
、
持
た
な
い
人

は
１
軒
に
制
限
し
、
加
え
て
頭
金
を

１
軒
目
は
３０
％
、
２
軒
目
は
７０
％
と

す
る
も
の
で
、
住
宅
価
格
の
高
騰
を

抑
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
中
国
政
府
は

サ
プ
ラ
イ
サ
イ
ド
構
造
改
革
を
進
め

て
い
ま
す
が
、
最
も
懸
念
し
て
い
る

の
は
、
不
良
債
権
が
借
り
換
え
に

よ
っ
て
雪
だ
る
ま
的
に
拡
大
し
、
最

終
的
に
金
融
シ
ス
テ
ム
に
大
き
な
混

乱
を
も
た
ら
す
こ
と
で
す
。
中
国
当

局
は
、
ゾ
ン
ビ
企
業
へ
の
貸
し
付
け

や
、
不
動
産
に
盛
ん
に
資
金
が
流
れ

る
の
を
食
い
止
め
、
む
し
ろ
成
長
分

野
に
資
金
が
回
る
よ
う
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

１６
年
１２
月
の
経
済
工
作
会
議
で

は
、「
金
融
リ
ス
ク
の
防
止
・
解
消
」

と
「
企
業
の
レ
バ
レ
ッ
ジ
比
率
の
低

下
」
が
は
っ
き
り
打
ち
出
さ
れ
ま
し

た
。
実
際
、
１６
年
後
半
か
ら
中
国
の

金
利
は
上
昇
し
始
め
、
当
局
が
レ
バ

レ
ッ
ジ
解
消
を
促
す
べ
く
誘
導
し
て

い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
ま
す
。な
お
、

最
も
リ
ス
ク
が
高
い
と
さ
れ
る
の

が
、
銀
行
間
市
場
で
調
達
し
た
資
金

を
理
財
商
品
な
ど
に
投
資
す
る
流
れ

で
す
。
中
国
で
は
、
大
型
商
業
銀
行

の
よ
う
な
大
銀
行
に
は
預
金
者
が
付

き
ま
す
が
、
二
番
手
、
三
番
手
く
ら

い
の
銀
行
に
な
る
と
な
か
な
か
お
金

が
集
ま
ら
な
い
と
い
う
現
状
が
あ
り

ま
す
。そ
う
し
た
銀
行
は
、資
金
調
達

を
銀
行
間
金
融
に
頼
る
と
同
時
に
、

優
良
投
資
先
も
あ
ま
り
な
い
の
で
高

利
回
り
の
商
品
を
狙
い
が
ち
で
す
。

金
利
高
め
誘
導
政
策
の
結
果
、
ス

ム
ー
ズ
に
ソ
フ
ト
・ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
す
る

の
か
、
そ
の
過
程
で
金
融
市
場
が
不

安
定
に
な
る
の
か
、
ま
た
は
実
体
経

済
に
お
金
が
流
れ
る
の
か
ど
う
か
に

つ
い
て
は
、
今
後
も
か
な
り
注
視
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

為
替
に
つ
い
て
は
、
目
下
は
落
ち

着
い
て
い
ま
す
。
人
民
元
は
経
済
の

減
速
や
ア
メ
リ
カ
の
金
利
引
き
上
げ

観
測
な
ど
で
１５
年
夏
以
降
、
元
安
方

向
に
推
移
し
て
い
ま
す
。
外
貨
準
備

は
市
場
介
入
に
よ
っ
て
減
少
を
続

け
、
１７
年
１
月
末
に
は
一
時
的
に
３

兆
ド
ル
を
切
り
ま
し
た
。
元
安
に
動

く
中
で
、中
国
の
金
融
収
支
は
１５
年
、

１６
年
と
赤
字
幅
が
拡
大
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
外
国
資
本
の
撤
退
と
い

う
よ
り
も
、
中
国
居
住
者
に
よ
る
直

接
投
資
、
証
券
投
資
な
ど
に
よ
る
資

本
流
出
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

中
国
版
「
第
４
次
産
業
革
命
」
も

格
差
や
生
産
性
に
課
題

中
国
は
、
米
国
に
次
ぐ
世
界
第
２

位
の
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
あ
り
、
成
長
率

も
６
％
以
上
。
企
業
の
技
術
水
準
も

向
上
し
て
お
り
、
特
に
情
報
通
信
分

野
で
は
華
為
（
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
）
や

Ｚ
Ｔ
Ｅ
、
Ｄ
Ｊ
Ｉ
と
い
っ
た
グ
ロ
ー

バ
ル
企
業
が
登
場
し
て
い
ま
す
。
政

府
は
「
中
国
製
造
２
０
２
５
」
や
「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ラ
ス
」
を
掲
げ
て

中
国
版
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４
・
０
、つ

ま
り
製
造
業
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

を
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
Ｇ

Ｄ
Ｐ
に
対
す
る
研
究
開
発
費
の
比
率

は
上
昇
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
、
国
際
特
許
な
ど
も
上
昇

し
て
い
ま
す
。

「
中
国
製
造
２
０
２
５
」
は
、
建

国
１
０
０
周
年
に
向
け
て
世
界
の
製

造
強
国
の
先
頭
集
団
に
な
る
と
い
う

目
標
に
向
け
た
中
間
目
標
で
す
。
２５

年
時
点
で
の
製
造
強
国
の
仲
間
入
り

を
果
た
す
た
め
に
、
１０
大
重
点
産
業

を
掲
げ
て
行
動
計
画
を
定
め
て
い
ま

す
（
�
次
世
代
情
報
技
術
、
�
高
度

な
デ
ジ
タ
ル
制
御
の
工
作
機
械
・
ロ

ボ
ッ
ト
、
�
航
空
・
宇
宙
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
・
高
技
術
船
舶
、
�
先
端

鉄
道
設
備
、�
省
エ
ネ
・
新
エ
ネ
車
、

�
電
力
設
備
、
�
農
業
機
械
、
	
新

材
料
、


バ
イ
オ
・
高
性
能
医
療
機

器
）。
目
標
達
成
に
向
け
た
具
体
的

な
方
法
は
い
く
つ
か
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
私
た
ち
が
注
目
し
て
い
る

の
は
、
中
国
政
府
が
フ
ァ
ン
ド
を

作
っ
て
、
先
進
国
企
業
の
買
収
を
進

め
る
と
い
う
手
法
で
す
。
実
際
、
海

外
企
業
の
買
収
は
こ
こ
数
年
か
な
り

目
立
っ
て
お
り
、
例
え
ば
、
１６
年
２

月
に
は
中
国
化
工
集
団
が
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
シ
ン
ジ
ェ
ン
タ
を
買
収
し
ま

し
た
。
同
５
月
の
美
的
集
団
に
よ
る

ク
ー
カ
社
の
買
収
を
契
機
に
、
ド
イ

ツ
国
内
で
も
中
国
に
よ
る
ド
イ
ツ
企

業
の
買
収
に
対
す
る
警
戒
心
が
高
ま

り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
福
建
芯
片
に

よ
る
ア
イ
ク
ス
ト
ロ
ン
社
に
対
す
る

買
収
が
実
現
し
な
か
っ
た
の
も
、
そ

の
よ
う
な
欧
米
に
お
け
る
警
戒
心
が

背
景
に
あ
り
ま
す
。

ド
イ
ツ
は
、
こ
れ
ま
で
政
治
的
に

も
中
国
と
蜜
月
関
係
を
築
き
、
そ
れ

を
自
国
の
経
済
成
長
に
利
用
し
て
き

ま
し
た
が
、
今
年
は
総
選
挙
の
年
を

迎
え
、
中
国
と
の
距
離
感
を
ど
う
保

つ
か
、
メ
ル
ケ
ル
政
権
と
し
て
も
国

G２０平均

９２．７

６０．５

９４．９

２４８．１

（単位：％）

中国

４６．１

４３．２

１６６．２
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政府

家計

非金融企業

計

非金融企業の債務残高の対GDP比

主要国の非金融部門の債務残高（GDP比／２０１６年９月末）

2017.8 2017.8 8889
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シルクロード経済ベルト

21世紀海上シルクロード

内
の
世
論
に
一
層
留
意
す
べ
き
状
況

に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
他
の
先
進
国
に
お
い
て
も
、
海

外
か
ら
の
直
接
投
資
に
対
し
て
規
制

を
強
化
す
る
動
き
も
あ
る
と
聞
い
て

い
ま
す
。
一
方
、
中
国
側
で
も
、
キ
ャ

ピ
タ
ル
フ
ラ
イ
ト
へ
の
懸
念
を
背
景

と
し
て
、
昨
年
末
よ
り
、
コ
ア
ビ
ジ

ネ
ス
と
関
係
の
な
い
案
件
は
当
局
の

了
解
を
条
件
付
け
る
こ
と
と
し
た
こ

と
か
ら
、
１７
年
に
は
買
収
が
減
速
し

て
い
ま
す
。
た
だ
、
今
後
も
競
争
力

強
化
に
つ
な
が
る
買
収
は
推
進
さ
れ

る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
引
き
続
き
注

視
が
必
要
で
す
。

中
国
で
成
長
著
し
い
の
が
、
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
分
野
で

す
。
例
え
ば
、
北
京
で
は
今
、
貸
自

転
車
が
非
常
に
多
く
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
専
用
ア

プ
リ
か
ら
近
く
の
貸
自
転
車
が
探
索

で
き
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て

施
錠
を
解
き
、
利
用
後
は
そ
の
ま
ま

料
金
決
済
が
で
き
ま
す
。
ど
こ
で
乗

り
捨
て
て
も
よ
く
、
そ
の
利
便
性
か

ら
急
速
に
普
及
し
ま
し
た
。
１７
年
３

月
に
は
国
家
発
展
改
革
委
員
会
が

「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
発
展

指
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
自
転
車

や
タ
ク
シ
ー
と
い
っ
た
交
通
サ
ー
ビ

ス
の
み
な
ら
ず
、
ネ
ッ
ト
出
前
、
家

事
サ
ー
ビ
ス
、
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン

グ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
Ｑ
＆
Ａ
、
民
泊
、

医
療
分
野
で
も
成
長
が
著
し
く
、
年

間
市
場
規
模
１０
兆
円
の
分
野
も
出
て

き
て
い
ま
す
。

平
均
寿
命
の
上
昇
、社
会
イ
ン
フ

ラ
の
充
実
な
ど
社
会
面
で
の
改
善
も

進
み
、農
村
部
も
含
め
た
生
活
レ
ベ

ル
の
向
上
が
見
ら
れ
ま
す
。一
方
、恒

常
的
な
課
題
と
し
て
、全
要
素
生
産

性
伸
び
率
が
鈍
化
し
て
い
ま
す
。政

府
の
財
政
余
力
は
相
当
に
あ
り
ま
す

が
、
特
殊
な
政
治
経
済
体
制
を
抜
本

的
に
変
え
な
い
限
り
最
終
的
に
ス
タ

グ
ネ
ー
シ
ョ
ン（
停
滞
）は
避
け
ら
れ

な
い
と
指
摘
す
る
識
者
も
少
な
か
ら

ず
い
ま
す
。

そ
し
て
も
う
一
つ
の
問
題
は
格

差
。
中
国
で
は
都
市
戸
籍
、
農
村
戸

籍
を
区
別
す
る
特
殊
な
戸
籍
を
採
用

し
て
お
り
、
人
々
は
戸
籍
を
自
由
に

移
す
こ
と
は
で
き
ず
、
戸
籍
地
で
な

い
土
地
に
住
ん
で
い
る
場
合
、原
則
、

社
会
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
既
に
、
都
市
の
社
会
サ
ー
ビ
ス

を
農
民
工
に
も
一
部
開
放
す
る
な
ど

主
要
都
市
で
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
が
行

わ
れ
て
は
い
ま
す
が
、
都
市
住
民
の

社
会
福
祉
の
享
受
が
既
得
権
益
化
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
改
革
に
は
限
界

が
あ
り
、
格
差
の
解
消
に
は
難
し
い

問
題
が
存
在
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
高
齢
化
の
問
題
も
抱
え

て
い
ま
す
。
若
年
者
一
人
当
た
り
の

生
産
年
齢
層
・
高
齢
層
の
数
を
見
る

と
、
１５
〜
６４
歳
ま
で
の
生
産
年
齢
層

が
４
・
３
人
（
日
本
は
４
・
７
人
）
と

高
く
な
っ
て
い
て
、
や
が
て
日
本
と

同
じ
く
高
齢
化
社
会
が
到
来
す
る
こ

と
は
明
ら
か
で
す
。

も
う
一
つ
、
産
業
構
造
の
バ
ラ
ン

ス
が
悪
い
と
い
う
課
題
も
あ
り
ま

す
。
中
国
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
盛

ん
で
す
が
、
か
な
り
偏
り
が
あ
り
ま

す
。
中
国
企
業
を
ラ
ン
キ
ン
グ
で
見

る
と
、
売
上
高
で
は
電
力
や
石
油
・

ガ
ス
、
鉱
業
、
そ
し
て
銀
行
な
ど
国

有
企
業
が
上
位
を
占
め
て
お
り
、
さ

ら
に
収
益
率
で
見
る
と
、
情
報
・
通

信
、
金
融
分
野
の
民
間
企
業
が
上
位

に
集
中
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
裾

野
の
広
い
産
業
群
の
成
長
が
進
ん
で

い
な
い
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
進
ん
で

い
る
一
方
で
、
実
際
に
モ
ノ
を
作
っ

た
り
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
り
す
る

産
業
が
ま
だ
十
分
育
っ
て
い
な
い
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
一
帯
一
路
」
と
国
際
関
係

第
２
期
習
近
平
体
制
の
展
望

経
済
外
交
面
で
は
、
１７
年
５
月
、

北
京
で
「
一
帯
一
路
国
際
協
力
ハ
イ

レ
ベ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
か
れ
、

世
界
１
０
０
余
の
国
と
国
際
機
関
が

参
加
し
ま
し
た
。日
本
か
ら
は
、二
階

俊
博
自
由
民
主
党
幹
事
長
、
榊
原
定

征
経
団
連
会
長
、
そ
し
て
経
済
産
業

省
か
ら
松
村
祥
史
副
大
臣
が
参
加
し

ま
し
た
。
イ
ン
ド
が
不
参
加
、
ア
メ

リ
カ
は
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
上
級
部

長
の
み
の
参
加
だ
っ
た
な
ど
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
材
料
も
相
当
報
道
さ
れ
ま

し
た
が
、現
場
に
い
た
身
と
し
て
は
、

国
際
秩
序
形
成
に
関
す
る
中
国
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
対
す
る
参
加
国

の
強
い
期
待
が
感
じ
ら
れ
る
国
際
会

議
で
あ
っ
た
、
と
い
う
の
が
率
直
な

印
象
で
す
。
日
本
と
し
て
の
一
帯
一

路
に
対
す
る
向
き
合
い
方
を
考
え
さ

せ
ら
れ
る
機
会
と
も
な
り
ま
し
た
。

中
国
で
は
、
１７
年
秋
に
中
国
共
産

党
第
１９
回
全
国
代
表
大
会
が
行
わ
れ

る
見
込
み
で
す
。
そ
こ
で
、
中
国
指

導
者
の
交
代
が
行
わ
れ
ま
す
。
党
大

会
前
は
何
事
も
安
全
運
転
で
運
ぶ
傾

向
が
あ
り
ま
す
が
、
前
述
し
た
レ
バ

レ
ッ
ジ
解
消
の
た
め
の
高
金
利
政
策

は
、
一
歩
間
違
え
ば
企
業
連
鎖
倒
産

を
惹
起
す
る
リ
ス
ク
も
あ
る
と
こ

ろ
、
中
国
政
府
は
意
外
と
大
胆
に
動

い
て
い
る
と
見
る
識
者
も
い
ま
す
。

１６
年
の
第
１８
期
中
央
委
員
会
第
６
回

全
体
会
議
に
お
い
て
、
自
ら
を
「
核

心
」
と
位
置
付
け
た
習
近
平
氏
の
政

権
基
盤
は
盤
石
と
の
見
方
が
大
勢
で

す
が
、
ア
メ
リ
カ
に
亡
命
し
た
郭
文

貴
氏
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が
行
っ

て
い
る
共
産
党
幹
部
の
腐
敗
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
暴
露
が
人
事
に
影
響

す
る
と
い
う
見
方
も
あ
り
ま
す
。

通
説
で
は
、
習
近
平
氏
が
党
大
会

で
２
期
目
の
国
家
主
席
に
就
任
し
、

習
氏
に
近
い
人
物
が
政
権
中
枢
に
入

る
こ
と
で
政
権
基
盤
は
よ
り
強
固
に

な
り
、
抵
抗
勢
力
を
気
に
せ
ず
一
層

構
造
改
革
が
進
め
ら
れ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
実
際
の
と

こ
ろ
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
党
内
序
列

第
２
位
の
李
克
強
氏
は
政
治
局
常
務

委
員
に
残
る
の
か
、
６９
歳
の
王
岐
山

氏
は
常
務
委
員
に
留
ま
る
の
か
（
常

務
委
員
に
は
「
七
上
八
下
」＝

６７
歳

以
下
な
ら
留
任
、
６８
歳
以
上
は
退
任

と
の
不
文
律
が
あ
る
）。
果
た
し
て
、

習
近
平
氏
の
次
の
リ
ー
ダ
ー
は
誰
に

な
る
の
か
。
前
国
家
主
席
の
胡
錦
涛

氏
が
残
し
た
胡
春
華
氏
や
孫
政
才
氏

は
習
体
制
の
も
と
で
サ
バ
イ
ブ
で
き

る
の
か
な
ど
さ
ま
ざ
ま
注
視
す
べ
き

点
が
あ
り
ま
す
。（
※
そ
の
後
７
月

半
ば
よ
り
、
孫
氏
の
動
静
は
途
絶
え

て
お
り
、
党
の
調
査
で
拘
束
さ
れ
た

と
の
香
港
紙
の
報
道
あ
り
。）

第
１９
期
で
幹
部
に
選
出
さ
れ
る
と

目
さ
れ
る
人
物
で
注
目
さ
れ
て
い
る

の
は
、
習
近
平
が
進
め
る
サ
プ
ラ
イ

サ
イ
ド
構
造
改
革
の
真
の
オ
ー
サ
ー

と
言
わ
れ
る
劉
鶴
氏
、
そ
し
て
、
浙

江
省
党
書
記
時
代
の
習
氏
に
近
侍
し

た
陳
敏
爾
氏
。
同
様
に
浙
江
省
時
代

の
習
氏
に
仕
え
た
蔡
奇
氏
は
、
北
京

市
党
書
記
に
就
任
し
ま
し
た
が
、
こ

れ
に
よ
り
１９
期
大
会
で
政
治
局
員
に

な
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
て
い
ま
す
。

ヒ
ラ
の
党
員
か
ら
い
き
な
り
政
治
局

員
に
入
る
の
は
異
例
で
す
。

日
本
と
し
て
は
、中
国
と
の
間
合

い
の
取
り
方
を
考
え
て
い
く
に
当

た
っ
て
、中
国
経
済
の
強
さ
と
弱
さ

を
注
意
深
く
観
察
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。隣
国
で
す
か
ら
で
き
る

だ
け
友
好
的
に
接
し
て
い
く
の
が
大

前
提
で
す
が
、そ
の
上
で
、中
国
の
置

か
れ
て
い
る
状
況
を
十
分
踏
ま
え
て
、

日
本
の
外
交
方
針
を
考
案
し
、実
行

に
移
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。
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